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彫 塑 的 水 平 曲線 地 圖法 の理 論 と描 き方(2)

田 中 吉 郎

7.輝 度 の 決 め 方

輝度尺 輝度 を決 めるには豫 め輝度尺 を作 つて置 くのが便利であ る。圖版

4のA圖 は即ち黒鼠色用 の輝 度尺 であ る。その各段 の輝度の數 値 を決定 す る

には マクベ ス照度計 を使用 す るの も一法 である。然 しラゴ リオ色表 を利用す

れ ば もつ と便利 であ る。即ち此色表 の素地は黒 色の輝度尺 になつて ゐるか ら,

それ と比較對照す るこ とに よつて 自己の輝度尺 の各段 の數値 を檢 定す ること

一が 出來 る。圖版4の 輝度尺 の數値は斯 くして檢定 した ものであ り,要 すれ ば

是 と比較 して更 に幾本で も複 製す るこ とが出來 る。

一旦輝 度尺 を入手 したな らば
,そ れ と比較 して地 圖上 に望 み通 りの輝度 を

與 へ る こ と が 出 來 る 。 例 へ ば 素 地 の 輝 度 を50%に す るた め に は,輝 度 尺 の

數 値50%の 段 と同 じ明るさにな るまで素地 を染 めれば よいのである。 もし

丁 度 望 み 通 り の 輝 度 を 尺 度 上 に 見 出 せ な い 場 合 に は そ の 兩 隣 りの 段 の 輝 度 か

ち 判 定 す れ ば よ い 。

是 ま で 輝 度 に 關 して 述 べ た 事 柄 は黒 鼠 色 以 外 の 色 相 に も適 用 出 來 る 。 例 へ

(21)Macbeth illuminometer .是 は照度 測 定用 の計器 で あ るが,之 を用 ゐ て も輝 度

の比 較 が 出來 る。

(22)Lagorio Farbentafel.是 は元來 爲 眞乾 板 の感 色 性 を檢 査 す る 目的 に作 つ た 一枚

の色 彩 の表 で あ る。

(23)今 後 輝 度 を%で 表 示 す る。 此 場 合 で も是 まで 述 べ た數 式 は そ の儘 成 立 す る。

(24)此 場 合 ,1本 の輝 度 尺 を連 續 した ま 飴ゝ 白を 附 けず に切 取 り,之 を地 圖 上 に 載 せ

て比 較 す れ ば,精 密 に,恐 ら く1～2%以 内 の誤 差 で,輝 度 を決 定 出來 る。
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ば赤,青 な どの任意 の一 つの色相 をと り,是 に白を加へ るか,又 は黒 を加へ

るか,に よつて此色 に數種 の段階がつい て來 る。是 は色相が變つたのではな

く,明 暗 の度 合即ち輝度が變つたのであ る。從 つて任意 の色相 を以て して も

各種 の輝度 を表示 出來 るのである。故 に色刷 の場 合に も矢張 り豫め希望の色

相 を以て輝度尺を作 り,之 を先 の黒鼠色の輝度尺 と對比 して,各 段 の輝度 を

第1表 二 三 物 質 の輝 度 決定 して置 けば よい。猶 二三の物質の輝度

を第1表 に示す。

色相の選定 地圖 の素地 には如何な る色

相 を選 ぶべ きか といふ こ とは,一 見各 人の

趣味の問題 であるや うに思はれ るが,も し

選 定の標準 を色相固有 の輝度 に置 いて論ずれば,黄 橙 及び黄緑 の系統が適當

で ある。何 となれ ば素地 の輝度 を50%内 外 に採 る とすれば,色 相固有 の輝

度の關係即ち比視 感度 か ら適當 なる色相 が 自然 に定 まつて來 るか らであ る。

此 事 は 前 記 ラ ゴ リオ 色 表 を 觀 れ ば 容 易 に 理 解 出 來 る 。 而 し て 色 度 と し て は 純

色 よ り も そ れ 等 の 稍 々 くす ん だ もの,例 へ ば バ ン ト シ ン ナ 及 オ リー ブ グ リ

ー ン系 統 の 方 が 落 着 き が あ つ て よい 。 是 は 本 圖 法 に 就 て 考 究 し た 結 果 で は あ

る が,在 來 刊 行 せ ら れ た 各 種 の 地 圖 の 色 相 も矢 張 り多 くは 褐 色 又 は 緑 色 系 統

を 採 用 して ゐ る 理 由 も是 で 判 明 す る の で あ る 。

尤 も要 す れ ば 是 以 外 の 色 相 を 使 用 し て も少 し も差 支 へ な い 。 例 へ ば 水 深 圖

に は素 地 に 水 色 を 使 用 す る の が 適 當 で あ る 。 猶 ほ,背 光 側 曲 線 の 色 相 は 素 地

(25)異 る色 相 の輝 度 を比 較 す る事 は,所 謂 異 色 測光 に相 當 し,同 一 色相 間 に於 け る如

くに は容 易 で ない 。 此場 合 類 似 色 相 の ものか ら順 次 に比 較 して行 け ば割 合 に容 易

で あ る。

(26)ラ ゴ ザオ色 表 に於 て 中輝 度 の横 線 と比視 感 度 曲線 との交 點2つ に よ り2色 が定 ま

る。
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と同系統 の濃色 を採用す る方が よ く調和す る。圖版4のB ,Cは 褐 色及緑 色

系 統 に對 する輝度尺 である。

8.曲 線 の 決 め 方

輝 度 と曲線 の太 さとの關係 前章 に よつて素地及び 曲線 の輝度 を任意 に定

むれ ば,第6章 に於て例示 した通 りにして,曲 線 の太 さを算 出す ると とが出

來 る。第2表 はか くして決 めた 曲線係數 の値 であ る。

第2表 輝度 と曲線 の極 大 の大 さ との關係

著者 は實験上此表 に示 した素地 と曲線 との 輝度の組 合せが最 もよく調和す

る もの と認め る。茲 に注意すべ きは此組合せに據れ ば曲線係數の値 が向光側,

1背光側互 に等 し くな るこ とであ る
。

曲線 の極大の太 さtoは 既述の式

to=k do(3)

か らその數値 を計算 出來 る。

立體感 の昂上 と低下 猶ほ此(3)式 の關係か ら立體感 を實際 よ りも昂上せ

しめ,或 は低下せ しめる手段が得 られ る。即ち今toを ,(3)式 か ら求めた

結果 の,例 へば,3倍 に採れ ば,そ れ は とりも直 さず 曲線 等距離doを 實際

の矢張 り3倍 に とつた事 を意味す る。故に此場合 に地圖上 に表示せ られた地

形 は高 さが實際の3倍 に誇張 された ものである。逆 にtoを 計算値の2分 の1

に とれば,高 さを矢張 り2分 の1に 低下せ しめた地形 を表示す る。是等 の處

置 に當つては素地 と曲線 との輝度はその儘 にして置いて,單 に曲線 の太 さ丈
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を考慮すれば よい のである。

海圖 の如 き水深圖では水底 の地勢 が概 して陸地 に比 して平坦 であ るか ら,

立體感 を昂上せ しめるためにtoを 計算値の,例 へば,5倍 に も採つた方が良

い場合が ある。是 に反 して陸地 では計算通 りにすれば傾斜 の甚 だ急 な個所で

は 曲線が近接 し過 ぎ,場 合に よつては極 めて稀 な部分 に於 てではあるが,曲

線 が少 し重 り合ふ こ とさへ もあ るか ら,寧 ろ少し く曲線 を細 くした方が良い

場 合があ る。

實用 曲線係數 故 に普通の地 形圖に對 して は曲線 係數 を向光側,背 光側共

に等 し くし,之 を1に 採 るのが實用上便利 である。第2表 に實用曲線係數 と

記 した ものは即ち是 である。從つて此場 合には曲線 の極大の太 さは曲線等距

離 の圖上値doを その儘採用すれば よいわけであ る。か くすれば吾人 は全 く

計算 を行 ふことなく 製圖 に着手する こと が出來 る。但 し此揚合輝度 の値 は此

表 に示す組合せを採用す べ きこ とは勿論であ る。か くの如 く曲線係數 を定 め

れば幾分か曲線 の太 さが計算値 よ りも細 くな るか ら,立 體感 も亦幾分か低下

し,そ の度合は輝 度を大 に とるに從つて甚 し くなる。仍て立 體感 を低下せ し

めないためには,輝 度 を小 にす る方が よい事 が判 る。然 し實用上にはあ ま り

素地が暗 くな ると,註 記 や地物 な どが讀み難 くな る。是等 を考慮 すれ ば,素

地 の輝度50%を 標準 と し,目 的 に應 じて輝度 を加減 した方が よい 。表 中,

暗調 、淡調 と記 したのは地 圖面 の明るさの調子 を示 した ものであ る。猶ほ比

視 感度の小な る色相 を用 ひた る場合 には素地 の輝度 も亦比較 的に小 に とる方

が適當であ り,比 視 感度 が大 なる場合 には素地 の輝度 も亦大な る方が よい こ

(27)此 場 合 で も輝 度 分 布 の 相 互 關 係 に は 狂 ひ を來 す こ と は な い 。

(28)一 般 に 吾 人 の 感 覺 は 物 理 的 の 量 の 對 數 に 比 例 す る か ら ,輝 度50%の 場 合 に は 素

地 の 明 る さ の 惑 じ は 染 色 しな い 白紙 の 場 合 の70%に 當 る 。
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とが實験上判つてゐ る。即ち素地 が黒鼠 色又 は藍色 の如 き暗い色相 の場合 に

は暗調が適當 し,バ ン ト シンナの如 き明 るい色相 の場合 には淡調 が適當す る

の である。

光線照射 の規 則 太陽 の高度 は45度 としその光線 の地 圖面 内に於 ける方

向は圖の左上 隅か ら右下 隅へ向ひ,周 邊の何れ とも45度 の水平角 を夾む も

の と定め る。是 は地 圖並 に一般製圖 に對 して世界的 に應用 されてゐ る規 則で

あ る。興 味のあ るこ とは,豫 め此規則 を知 らない人 々に も,此 照射方向が適

當であ り,も し之 とは反對 に右下或 は下方か ら照射せ しめる場合には屡 々地

形 の凹凸 を反對 に見誤 る虞が ある といふ事實であ る。此事實 も著者 の見解 に

從へば容易に説 明出來 る。

先づ,此 規則 は吾人の讀書,執 筆,手 仕事 な どに於 ける 日常の採 光の経験 に

一致 す るところか ら見 ると
,此 規則は この経験 に由來す る もの と思 はれ る。

次に,先 きに地 圖表示上 に於て は 「實際の山野 その もの を觀 望す るよ りも寧

ろ理想 化 され た地形模型 の如 きもの を視 る」 と考へ る方 が適切 であるこ とを

述 べたのであ るが,此 趣 旨か らすれ ば結局机上に地 形模型 を置 きその陰影 を

觀察 する場 合を想像す るのが適 當であ り,か く想像す るこ とに よ り元來不定

な る自然 の山野 の照 明 と吾 人の採光 の経験 とが關係 づけ られ る。又先に迫 眞

的立 體感 を得 るた めには 「此世 に於 け る経験 を未知の世界 に適用」 させ るこ

とが必要 であるこ とを説いたが,此 趣 旨か ら推論 すれ ば地形照射の規則は採

光 の経験 に對 して密接不離の ものでなければ有効 でない。從て此規則は勝手

(29)圖 の 上 方 をNと す る と き,NWか らSEへ 照 射 せ しめ る の を 原 則 とナ る。 要

す れ ばNか らSへ,或 はWか らEへ 照 射 せ し め て も差 支 へ は な い 。 然 し こ の

逆 の 方 向 は 不 可 で あ る。

(30)第3章,第4章 。

(31)第3章 錯 覺 の 利 用 。
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に 變 更 す る こ と を 許 さ ぬ もの で あ る こ とが 理 解 せ ら れ る の で あ る。

計算 の實例 茲 では第4章 に示 した理論 の應用 を示 すため,暫 らく實用曲

線係數 を離れて,若 干の計算 を試み る。此 目的 のた めに圖版3箱 根 山地形 圖

を例 に とる。此圖の原圖は縮尺15萬 分1,曲 線等距離60mで あ る。從て 曲

線等距離の圖 上値は

do=60,000/150,000=0.40mm

とな る。印刷 の場合 には向光側 曲線 の輝度 ρは用紙 自身 の輝度 に外 ならない

か ら,是 は自然 に定 まる。純 白の紙 を使用す る もの として之 を90%に 採 る。

次 に素地 の輝度 ρoは 暗調 に と り之 を45%に 定 め,猶 ほ是 と調 和 させ るた

め,背 光側 曲線 の輝度 ρ'は5%に 定め ることとす る。是で計算 の材料 は揃

つたわ けで あるか ら,先 づ(4)式 及(6)式 か ら夫 々向光側及び背光側 曲線係

數 を計算すれ ば,

と な る 。 故 に 向 光 側 及 び 背 光 側 曲 線 の 極 大 の 太 さ は(3)式 か ら夫 々

to=k do=1.OO×0.40=0.40mm

to'=k'do=1.125×O.40=0.45mm

とな る。仍て 曲線 の太 さを此通 りに採用すれば地 形を有 りの儘描寫 す ること

,が 出來 るので ある。然 し此圖では試み に立體感 を1倍 半 に昂上 せ しめてみた

從て結局實施 した曲線 の太 さは上記計算値 の1.5倍 即ち夫々0.60mm及 び

(32)軍 隊 に 於 て 毛航 空 寫 眞 に 限 り南 を上 に し
,結 局 光線 が上 方 か ら照 射す る位 置 に 持

ち直 して觀 察 す るや うに教 へ る。 此 事 は人爲 的 の規 則 を作 つ て,是 に適 應 す るや

うに 頭脳 を強制 す る よ りも,自 然 に順 應 した規 則 に從 ふ 方 が 賢 明 で あ る こ とを語

  つ て ゐ る。
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0.68mmと な つ た 。 圖 版3で は 原 圖 の5分 の3,即 ち25萬 分1の 縮 尺 に 縮 寫

し て あ る か ら,上 記 の 曲線 の 太 さ に 關 す る 事 柄 は,そ の 割 合 で 縮 小 さ れ て ゐ

る わ け で あ る。

9.製 圖及 印刷 の實際

素地 の染色 製 圖の仕方は單 に1枚 の地圖だ けを作 る場合 と,印 刷 の原稿

を作 る場 合 とに よつて幾分か異な る。第1に1枚 の地圖 を作 る方法 を述べ よ

う。いつれ の場合 に も先づ素圖を作製 しなければな らぬ 。それ には製圖用紙

の上 に希望 の縮尺 を以て普通の水平 曲線地圖 を書 く。 もし5萬 分1陸 測圖の

如 き既製 の無彩色 の地 圖が あれば,之 をそのま 素ゝ 圖 とし,そ の上 に仕上げ

を行 つて も差支へ ない。此素 圖の上 に希望 の色相の水彩繪具 を用ひ豫定の輝

度 に達 す る迄素地 を染色す る。水彩繪具 を使用す るわけは,素 圖が透 いて見

え るし,又 その上 に着墨す るこ とが容易 であるか らであ る。素地 は一様に斑

な く染 色 しなければ ならないか ら,此 點 に多少の技巧 を要す る。最 もよいの

は 噴霧吹附器 を使用す る ことであ る。是 は圖案家 に依頼 す るのが得策で ある。

刷 毛で塗 つたのでは斑 な く仕上げ るこ とが困難 であ る。止む を得な ければ,

繪 具を大量に溶いて紙全體 をその中に浸 し,引 揚 げて懸垂 した ま 乾ゝ 燥 をさ

せ れば稍 々 目的 に叶 はせ るこ とが出來 る。著者が最初 に用 ゐた のは,原 圖を

透 寫紙 に謄寫 し,之 を青寫眞 に焼付 けて染色濟 みの素 圖を得 る方法であ る。

此場 合得 るものは陰畫で あるか ら,畫 線 は白 く,紙 の素地 は藍色 とな る,故

に此時は素地 の色相 は藍色 に限 られ るわけで ある。青寫眞 は誰 にで も調合塗

布 が出來 て,一 枚 の原稿か ら幾枚 で も複寫出來 るか ら,場 合 によつては此法

も便利 であ る。圖版2及 び圖版3に 示 した標 本は此法 に據つた ものであ る。

(33)ヱ ァ ・ ブ ラ シ と も い ふ 。 是 は 霧 吹 装 置 と 同 一原 理 で,壓 搾 空氣 を使 用 し て 繪 具 の

吹 附 を 行 ふ 器 具 で あ る。
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又青寫 眞の代 りに寫眞 印畫紙 を使用す る事 も出來 る。此場 合 には素地 は黒鼠

色 とな るが,も し必要 ならば他の色相 に調 色す るこ とも出來 る。無光澤紙が

着墨 に都 合が よい。

曲線 の着墨 か くて素地 の染 色が終 つた ならば,今 度 はい よい よ水平 曲線

を記入す る運び となる。 先づ背 光側 曲線 を素地 と同系統 の濃い色 を以て記入

し,次 に同 じ要領で 白色又は素地 と同系統 の極 く淡い 色で向光側 曲線 を記入

す る。 曲線 に用 ゐる繪其は,素 地 の場合 とは異なり,不 透 明なポ スター カラ

ーが よい。もし河海な どを藍色 に表示 したけれ ば,矢 張 りボスター カラーで

記 入す る。陸測圖 な どをその ま 素ゝ 圖 とした場 合には,是 で 目的 とす る彫塑

的水平曲線地圖 は完成 した わけである。青寫眞 を應用 した場合 には,更 に註

記,地 物等 を黒 色に着墨 した方が よい。曲線 の輝度 は白を混ぜて淡調 とし,

或 は黒 を混 じて暗調 とし,或 は他 の適 宜の色を混ぜて破調 とす るこ とに よ り,

如何 や うに も調 節出來 る。

曲線 の太 さを測 るた めには,豫 め小紙片 の上 にペ ンで大小幾條かの畫線 を

描 き,目 盛附 蟲眼鏡 でその太 さを測 つて畫線 の側 に記入 して置 く。希望 の太

さの畫線 を此 中から探 し,そ れ を製 圖用紙 の上 に置 き,之 を標準 として 曲線

を描 けば正確 な太 さに記入出來 る。

ペ ンの持 ち方,運 び方 は第5章 に述 べた通 りで ある。猶 ほ此場 合新 曲線 の

中心が素圖 の曲線 の眞上 に來 る様 にかぶせて描 くのであ る。それ丈 の注意 を

拂 へば,あ とは只無心 に素 圖の曲線 の上 をなぞれ ば よい。前 にペ ン先 の幅 を

曲 線の極大の太 さに砥 ぎ上 げて使用す るこ とを述べたが,少 し熟練すればペ

ンを砥がず にその儘使用 して もよい。先の細い ペ ンな らば何 で も差支へはな

い が,製 圖用 丸ペ ンな らば最 も適當で ある。

網版用原稿 第2に 印刷用原稿 を作 る方法 を述べ よう。 この場合で も網 目
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スク リーンを使用す るか否 かに よつて原稿圖の作 り方 も異な る。網版 の場合

には濃淡 の階調 を唯一版 で刷 出し得 るか ら,單 色刷 の場合な らば前記一枚仕

上げ の揚合 と全 く同一の方法 で單色 に描 けば よい 。圖版2及 び別圖版霧 島山

は此方法 に據つた もので,原 稿圖の外觀 は此 印刷物 と同 じであ る。

潰 し印刷用原稿 網 目スク リーンを使 用 しない所謂潰 し印刷 の場合 には,

前の場合 と異な り,素 地 の染色 を行 ふ必要 はない。 白色畫 用紙 の上 に曲線だ

け を此圖法の規 則に從て太 く或 は細 く墨書 した ものか,或 は場 合に よつては

原圖上にい きな り透寫紙 を覆せて曲線 だけを同 じ要領 で墨書 した ものが 山版

の原稿 とな る。此1枚 の原稿か ら,素 地 に向光側曲線 が 白抜 きに現 はれてゐ

る一つの版 と,背 光側 曲線 に對す る も一つの版 と,都 合2つ の刷版 を作成 し,

此2版 を刷 り合せ て山版が刷 り上 るのであ る。多色刷 の場 合には色數 に應 じ

て山版以外の版 下原稿 を別 々に作 製 しなけれ ばならぬ。圖版3は 潰 し印刷の

一例であ る。

別圖版 標本地圖 の説明(霧 島山5萬 分1 58cm×46cm.)

本圖は5萬 分1陸 測 圖 「霧島 山」圖幅一面 を本圖法 によ り改描 した もので

ある。或 は陸測 圖の上 に彫塑的水平曲線 を描 き加へた もの と言つた方が適切

か も知れない。是 は網版 印刷の一例であ る。先づ原圖 を畫 用紙 の上 に轉寫 し,

その上 に水彩繪具 アイボ リー ブ ラックを一様 に吹附 けた後,ポ スター カラ

ーの 白 と黒 にて曲線 を記入 した。か くて此附録 と同一外觀 を有 す る原稿 圖を

作 製 し,之 を寫 眞に よ りグ ラビア版 に轉寫製版 した。

(34)此 地 圖 を觀 る と きに は,折 目を伸 ば し,紙 をな るべ く平 面 に す る方 が迫 眞 的 な立

體 感 を與 へ る。猶 ほ 附 け加 へ て 置 き度 い の は,此 標 本 地 圖 の 印刷 の 出來 榮 え は,

種 々 の事 情 もあ つ て今 囘 は著 者 の期 待 す る程度 に は到 達 せ しめ得 な か つ た とい ふ

  事 で あ る。然 し此 の點 は次 の機會 に改 善 したい と考 へ て ゐ る。
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10.結 語

本圖法の特色 是 に就ては著者 をして述べ しむ るよ りも,寧 ろ一般讀者 の

批評 に俟 つのが適切 であ らう。何 となれば此場合 に も著者の主觀 的主張 は價

値 が勘 いか らで ある。然 し試みに著者 の氣附いた こ とを記 せば,

1.地 圖上の明暗が 自然 の陰影 とよ く一致 してゐ る。従 て立體感が眞 に迫

り,態 とらしき不 自然 な ところがない。

2.製 圖の手法が平 易で然か も科學的であ る。從 て製 圖者 の技倆や個人的

性癖 に よ り左右せ られ る虞が ない。

3.水 平曲線 を省略 しない。又曲線以外 の ものを製圖者 の判 断に よつて附

け加へ るこ とがない。從て大地 形は もとより微地 形 まで も凡そ普通 の水平曲

線 地圖 に記載 され てゐ る所 は洩れ な く判 り易 く表示 され る。

以上 の記述 が誤 でない な らば,此 新圖法 が本編初頭 に述べた研究 の目的 に

對 して一 の解答 を提示す る ものであ ると言つて も差支へないや うに思 はれ る。

難 録 申す迄 もない事 なが ら,著 者 は此新圖法 を以て最優秀 の もの とも,

又 是 さへ あれば他 の諸 圖法 は不必要で あるとも考へて はゐない。現在應用 さ

れ てゐ る諸 圖法 は,永 年 の試練 に堪 へて來 た,言 はば戰場生残 りの古強者 で,

夫 々の 目的 と特色 とを有 してゐて,今 後 も永 く應用せ られ るであ らう。著者

が 地形 圖法 の研究 を思ひ立 つてか ら既に10餘 年,本 圖法 の研究 に着手 して

か ら も早や5年 の歳 月を經た 。その間下 に記す如 く各 方面か ら夥 し く厚意 あ

(35)18世 紀 の末 葉 科 學 的 地 圖 が發 達 して以 來 提案 せ られ た地 形 圖法 は
,大 英 百 科全 書

に よれ ば,80種 を超 え る とい ふ。 そ の大 部 分 の もの は實 用 の試 練 に堪 へ ず 消滅 し

た わ けで あ る。興 味 の あ る こ とは現 在最 も有 力 な2つ の 圖法,即 ち暈 〓 法及 び段

彩 法 は いづ れ も 自然 發 生 的 の圖 法 で あ り,稍 學 理 的 に組 み立 て られ た もの と して

は,暈 〓 法 だ けが 辛 う じて踏 み止 まつ て ゐ る状 態にあ る といふ 事 實 で あ る。
(36)昭 和11年 の公 文 記録

,及 び 昭 和12年 名 古 屋 汎 太 平 洋博 覧 會 へ の 出 品 が あ るが,

難 誌 に發 表 す るの は本 編 が初 めで あ る。
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る援助 を得 て茲 に初 めて是 を社會 に送 り出す運び となつた。この新 に生れた

圖法 も,段 彩法,暈 〓法 な どと竝 んで,地 圖界の一隅に存在 す る價値が ある

や うに思ふの も生み の親た る著者 の慾眼で あらうか。

本論文 を草す るに當 り,著 者 は卒直 にその研究經過 を語 り,努 めて平易 に

之 を解説 し,誰 にで も直 に實施 し得 られ るや うに したつ もりである。本圖法

の興 味あ るところの一つ は實 にか くの如 く何人に も實施 出來 る點 にあるので,

此點 は教育上 に も有効で あら うと思はれ る。志のあ る方には實際 に試み られ

ることを御奨 めす る。恐 ら くは本編 で讀 まれ る よりも,そ の實施 は もつ と容

易であ ることを發見せ られ るで あら う。

謝 辭 本 圖法 に據 る地 形圖の描畫 には 教 室 員 横 山正三,木 下賢祐 兩氏

の手 を煩 は した。此兩氏の 熱心な る努 力な くしては,此 圖法 の成長 は覺束 な

か つた もの と思 はれ る。本研究 の經費 に對 して,帝 國學士院,東 照宮三百年

祭記念會,日 本學術振興會は研 究費 の補助 を與へ られた。霧 島山地方 の觀 察

に關 しては鹿屋海軍航室隊,太 刀洗飛行第四聯 隊は夫々上空 よ りの觀察及び

航空寫眞撮影 に就て援助 を與へ られた。又鹿 児島縣 當局は地上 の踏査 に關 し

て案内の勞 を とられ,鹿 児島,宮 崎兩測候所竝に農林省霧 島森林治水試験地

は長期 間に亙 つて氣象の速報 を送つて航室 の便 を計 られた 。製 圖に關 しては

陸地測 量部 は或地方 の航空寫眞 を特 に曲線地圖 に化成 して與 へ られた。最後

に地 圖の印刷 に關 して は水路部 の多大 なる援助 協力 を蒙 り,今 の附録地圖 も

添附 し得 るに至つた のは一 に同部 の賜物 である。厚意あ る援助 を與へ られた

上 記部課長,實 務擔當者各位 に對 し,茲 に衷心か ら御禮 を申上 げる次第 であ

る。

11.總 括

本編 を要 約すれ ば次 の4項 となる。
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1)地 形表示法 の方針 に關す る著者 の主張。

2)此 主張 に應ず る新圖法の創案 。

3)此 新 圖法 の製圖及印刷 に關す る實際的研究。

4)地 圖學 に關係 ある二三 の原理 又は慣行に對 す る読 明の提示。

猶 ほ下 に是等 の簡單 な説明 を記す。

(1)著 者の圭張 凡そ地形 圖表示法の問題 といふ のは如何にせば水平 曲線

地 圖に修飾 を施 してそれ に直觀的要素即ち立體感 を賦與 し得 るか といふに在

るこ とは申す まで もない。そのた めには製圖者 の目分量や手加減を加味す る

非科學的方法ではいけない ことは勿論であ るが,猶 ほ著者の強調 したい のは

製圖者の地 形解釋能 力に よ り表示が限 定 され る如 き圖法では不十分 であつて,

茲 に目的 とす る圖法 は科學的 であるこ とは勿論更 に一歩進んで之を施 したた

めに地形圖の含 むあ らゆ る秘密 を残 る ところな く判 り易 く表示す るものでな

ければな らぬ といふ ことであ る。

次 に述 べたいのは,有 効 なる立體感 を生ぜ しめるため には表示法 は人爲的

規約的の ものでは不 可であつて,飽 くまで 自然 の法則 に忠實な るものでなげ

ればな らぬ といふこ とである。 その理 由は視覺 の鋭敏性 と錯覺 の利用 との2

つに歸 せ られ る、故 に是等 の指示す るところに從つて表示法 を探索 しなけれ

ば ならない。

茲 に 自然 の法則 に忠實で あるべ し と述 べた のは地表の忠實な る寫實 でなけ

ればな らぬ とい ふこ とではない。著者が飛行機上か ら行つた實地 の觀察や特

に作 製 した航空寫眞 の研究か ら判断 した結果 に よれば,地 形圓法 に於て は或

る理想 化 された地形模型 の如 きものの立體感 を自然の法則に從 つて表示すれ

ば よいのであ る。

(2)製 圖法 の創案 是は本編 の主眼 とす る ところであ るか らその手法 及理
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論 を詳細 に記述 した。先づ斜 照に よる表面 の輝度 を表示 す るために特 に創 案

した平易 に して科學的な圖法 を読 明 した。

次 に此圖法に據 る地 圖の輝度 を計算 し,之 を著者が以前に誘導 した公式 に

よ り算出 した理想的表 面の輝度 の値 と比較 し,此2つ の輝度 の分布状態が互

に よく近 似す るこ とを數 量的 に證 明した。

(3)製 圖及 印刷 の實際 的研究 此新圖法の理論 によれば素地 及曲線 の輝度

と曲線 の太 さとの3者 は數式に よつて關係づ けられてゐ るが,な ほ實際 に多

數 の製 圖を行つて,そ れ等3者 の間の最 も適當 なる組 合ぜ を實験的 に確 めた。

又製圖の實行 を容易な らしめ るために輝度尺 を作 り更 に實用 曲線係數 を提案

して何等計算 を行ふ こ とな く直 に製 圖に着手 し得 るや うに した 。

次 に製圖の實際に就て各種 の方法 を其體的に述べた 。又印刷法に關 して網

版印刷 及潰 し印刷 の版下原稿 の描 き方 を説 明 し,是 等 の印刷 法 による標本地

圖 を附 録 として添附 した。

(4)二 三 の事項 に對す る説明の提示 單眼的立體感の原理 に關 して それは

錯覺 の利用 に よる といふ著者の主張 に基 く説 明を試 みた 。

又地圖調 色に適當 なる色相 の選定方法 を比視感度 に關聯せ しめて提示 し,

在來慣用 の色相が矢 張 り是 と一致 して ゐる所以を説 明 した。

更 に,斜 照に よる陰影表示 のた めに一般 的に採用せ られて ゐる光線 照射方

向の規則 は吾 人の生來 の經験 と緊密 な關聯があ り,之 を任意 に變更 してはな

らないこ とを説 いた 。

(5)新 圖法 の特色 最後 に新 圖法 の特色 として,立 體感 が迫眞的,製 圖法

が科學的 で,猶 ほ描寫 力が緻密 であ るた め一般人 には勿論專門家に も適當 な

る旨を述 べた 。
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圖版1輝 度 分 布 の 近 似 性

A.球 面　 B.球 面 上の 輝 度 の 分 布

C.地 圖 上 の 輝 度 の 分 布 圖(C圖 の0.7は0.5の 誤)
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圖版2コ ニ ー デ 型 地 形 の 表 示

A.コ ニ ー デ 型 地 形 透 視 圖　 B.新 圖 法 に よ る 表 示
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Resume 

The Relief Contour Method of Representing Topography on Maps. 

TANAKA-kitiro 

The method herein described is based on the principle of shadin 

by oblique illumination.In working out this new method,however, 

the author investigated theoretically the intensity of light and shade 

or the configuration of brightness on a surface, and found a way of 

correctly representing on a map the brightness thus determined, 

justifying his view that the reasoning of the investigation should be 
based on realities, and that the method of drawing should be as scien

tific as possible,so that the resulting map may be exact and true to 

nature. 

The process of drawing may be explained with the aid of Fig.3. 

The ground is first tinted grey, the contours in the light are then 

drawn in white, and those in the shade in black. The breadth of the 

contours, however, varies with the cosine of the angle 0 between the 

horizontal direction of the incident ray and the normal to the contour 

at the point under consideration.It is shown that the configuration 

of brightness of the two cases, namely, the actual surface and the 

map, will resemble each other very closely, if the maximum breadth 

of the contours may be determined theoretically in terms of the 

brightness of the ground and of the contours. 

The advantages of the proposed method are 

1. The method gives a remarkable effect of relief. 

2. The process of drawing is simple and scientific, and involves no 

ambiguity. 

3. The maps afford at a glance a clear idea of the minor features, 

no matter how complicated, they may be, to say nothing of the 

general character of the country.
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